























































である。 「提案するきっかけ のところは、 現状
自分たちの活動をふり返り，次の活動へ生かそう。 	 
























































































































































 自分の 考えをもつ 。




































 五年生が具体的にできてい ない 場面をどんどん
 



















朝の会でのあいさつの声が小さかったり、 少なかったりする。→外でもあいさ ができな 。
 
 〇















・ 委員会が調べ た集計結果（ そうじ・ せい けつ 調べ ・
 
あい さつ 調べ など）
 
・ 実際に、 自分で集計を一週間行っ てみる。
 
・ イン ターネッ ト・ 本などで調べ る。
        
・ イン タビュ ー






















































































































理由は、お互いを怒らせて仲 悪くするのは、みんなが仲良くならないので、親切で優しい子が守 ていないことだと思ったから す。
　
このように、三枚の青色の付箋紙（資料十一の四角囲み










































活用できたか「全く使わなかった・１回使った・何度も使った」という３段階で振り返り、自分の話し合いを自己評価した。振り返りでは、 「次、話し合う際には○○の話し合い方を使いたい。 」と次時の活動で意欲を高めることができた。ま 、話し合いをするグループと聞くグループ等の組み わせ つくり、互いの話し合いを評価できるようにした。聞くグループは、観察した話し合いを振り返り、
資料11　子どもの書いた提案書
言葉づかいに気をつけて友達と仲良くすごそう。  


























 自作のビデオ教材とは、 実践時の学年団 （学級担任四人）で作成した動画である。教員で子ども役となり、話し合いを三つの段階（①自分の考えを発表する段階②互いの考えに質問したり、答えたりする段階③意見を出し合 、一つ まとめる段階）に分けて動画とした。話し合う際のセリフは、見える化の際に用いた文字化シートの内容をもと 作成 。
（注二）
 文字化シートは、 （注一）で担任が話し合ってい 内容を文字として見える化を図ったワークシートである。自作のビデオ教材と同じく、三段階に分けて作成した
（注三）
 倉敷市立葦高小学校の学校スローガン「あせを流して働く子」 「しんせつで優 い子」 「たく く強い子」「考えて工夫する子」である。
 
（倉敷市立連島西浦小学校教諭）
当てて行ったが、次学年へのつながりを教師が自覚しておくべきだという課題が見えてきた。各学年の指導事項の系統性を意識して、内容・方法・活用という段階で取り組み、子どもが授業を通して、話し合い方を自覚し、次学年で生かしていく指導が必要である。　
本実践は、前勤務校である葦高小学校で行ったものであ
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